
・いよいよ三年、集大成！ 
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着実に歩んできた１年生。そして、超音速
SUPERSONIC

で駆け抜けた２年生…。 

さあ、いよいよ高校生活も集大成ですね。はりきっていきましょう！  

「30 回生の全員が、それぞれの希望する進路を実現するぞ！」という思いを込めて、 

３学年通信のタイトルを「キャッチ ザ サン」と決めました。もちろん「太陽」は君たち

の「燦燦
さんさん

と(掛詞!)輝く未来」のメタファーです。今日からは３年生として学校の代表たる

自覚をもち、30 回生持ち前の元気で、勉強、行事、部活動……すべての活動において、 

きみたちが附属高校を牽引し、大いに盛り上げてくれることを期待します。 

 さて、校歌３番の歌詞には君たちの未来の姿が描かれています。進路を決めてあふれる

笑顔で手を組み合わせる姿、卒業式の日、声高らかに万感の思いを込めて校歌を歌い上げ

る姿、熱き思いを抱き世界のパイオニアを目指す姿…。覚えているでしょうか、蒜山自然

教室の最後に校歌を歌った後（前でしたっけ）、卒業式で声いっぱいに校歌を歌って大いに

泣こうと話したことを。終わりを意識することでこそ、今が輝くというもの。 

「創進（創造と進歩の人たれ）」の校訓のもとに、全員が一丸となって進路実現に向けて、

妥協せずに努力をし続けていこう。新しく副担任の高見先生を迎え、 

新３0 回生学年団一同、全身全霊で皆をサポートしていきますので 

一年間、どうぞよろしくお願いいたします。 
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☆4月 の行事予定（3年生関連） 
 

07日(月) ①着任式・始業式 

②大掃除・ＬＨＲ 

③④写真撮影、身体測定 

⑤⑥ＬＨＲ 

9日(水) ①離任式・対面式  

②ＬＨＲ 

③～⑥課題考査（数・国・英・理） 

    ※６限で終了 

10日(木) 耳鼻科検診、内科検診 

11日(金) ⑤スタサプ講習会（タブレット持参） 

14日(月) 黎明祭（寮生） 

17日(木) 尿検査 
 

☆5月 の行事予定 
 

02日(金) 特別推薦型選抜保護者説明会 

寮生父母の会総会、PTA総会 

授業参観、学年懇談会 

04日(日) 第１回全統マーク模試（希望者） 

11日(日) 第１回全統記述模試 （希望者） 

15日(木) 文化祭、インターぴーぷるday 

16日(金) 文化祭 

20日(火) ⑦立会演説会 

26日(月) 第１回定期考査（～29木まで） 

29日(木) 寮大掃除、寮生集会 

30日(金) 第1回進研マーク模試、進路講演会 
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30回生学年団一同、応援しています!! 
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（情報･数学） 
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元気・素直・誠実・素朴・柔軟・ユニーク・感受性豊か・向上心・忍耐力・好奇心旺盛

…30回生を表す言葉がこの２年でどんどん増えてきました。これらの言葉は、みんなが

色々な経験を積み、その時々で周りの人と関わり育んできた、生きてきた証です。「自分

を変えたい！」はなかなか難しい。けれど、何事にもチャレンジし、行動することで、い

つの間にか変わってた…はよくあること。しんどさもやりがいに変えて、さらに成長し、

そんな面もあったの!? まだこんなにやれるの!? と私をもっと驚かせてください。 

これまでは学級活動も部活動も、みんなで何か１つの目標に向かって努力する場面

が多かったと思いますが、進路は人それぞれ。勉強時間も増えて自分だけの世界に入

っていき、孤独を感じることもたびたびあると思います。しかし、周りには同級生や

先生たちがいます。息継ぎをしなければ泳ぎ切ることはできません。受験勉強にはと

ことん力を入れながら、しんどくなったら人と話をして息継ぎをしながら高校生活最

後の１年間を泳ぎ切りましょう！ 

日本人は予祝（前祝い）の習慣が昔からあるって知ってましたか？お花見は、“桜の開
花を合図に、厄を払い、豊作を祈るお祝い”で、盆踊りは“豊作を先に祝った踊り”だ
ったとか。『あけましておめでとうございます』という言葉も、“今年もいい年になりま
すね、おめでとうございます。”というのが語源だとか。（by ゲッターズ飯田） 
ということで、今年の私の口癖は『おめでとう！！』にしようと思っています。 
30回生のみんなが志望大学に合格できた！ おめでとう！ みんなが笑顔で卒業でき

た！ おめでとう！ みんなも先に盛大にお祝いして、予祝効果を検証してみませんか？ 
卒業おめでとう。合格おめでとう。３０回生のみんな、おめでとう！！ 

春ですね。この季節は花粉が飛んでいるので辛いです。早く夏が来てほしい。そして秋が訪れ、厳しい冬が待っている。そして
また桜の季節へ…。そう、１年はあっという間です。あっという間の１年ですが、みなさんにとっては人生の大きな分岐点となる１年
です。私は第一志望の大学に見事不合格。第二志望の兵庫県立大学理学部に入学しました。オープンキャンパスにも参加せ
ず、なにか遺伝子を組み替えられるらしいという前評判で、地元よりも自然豊かなキャンパスライフを選択してしまった当時は、し
ばらく軽い絶望感に苛まれました。１年の夏休みはほぼネットゲーム。「NHKへようこそ」というアニメを見て、主人公を自分に投影し
かけたときもありました。そんな私も友人に支えられ、なんとか大学を卒業。その後大学院へ進学し、小学生のころからの夢であっ
た教員となり、早12年。兵庫に家を構え、家族４人で四苦八苦しながらも生活しています。高校生当時、英語の先生のいうこと
を聞いて、英作文の練習をもっとしていれば…苦手な化学にもっと向き合って学習していれば…と反省は尽きませんが、後悔はし
ていません。みなさんも、自分はこうありたいという気持ちを大切にして、悔いのない１年にしてもらいたいと思います。 

いよいよ3年生。受験勉強が気になる時期ですが、文化祭や体育大会など、人生最後

の行事となるかもしれません。新しいクラスメイトと共に思い切り楽しみましょう！ 

そして受験勉強も楽しんでください！ 意図をもって学ぶことで、新たな発見に喜びを

感じるはずです。例えば、数学の別解に感動するように、視点を変えることの大切さや

先人の優れた発想に気付くと思います。学びの面白さを味わいながら、高校最後の 1年

を充実させてください！ 

学年通信のタイトル「Catch the Sun」は、90年代の「Kula
ク ー ラ

 Shaker
シェイカー

」という英国のバン

ドの代表曲「Hey
ヘ イ

 Dude
デュード

」の歌詞からとりました。少し前の部分からの歌詞を引用します。 

―Don't wait for the moment to come And catch the sun. 
 昨年の２月に彼らのライブに行ったときにこの曲が演奏され、サビの直前に「キャッチ

ザサーーン！」と会場全体でシャウト。えもいわれぬ一体感を得ながら、３学年通信のタ

イトルはこれだと、その時から密かに決めていました。〈待ってちゃダメだ、自らつかめ！〉 

いよいよ高校生活の最後の年となってしまいました。 

受験を控える皆さんにとってこの1年が勝負の年となるのは間違いありません。 

そんな中でも学校生活を楽しまなければ損です。この1年は一生戻ってきません。 

今の仲間と同じ校舎で学ぶことができるのも、一緒に登下校することができるのも 

あと1年です。「今」の仲間や時間を大切に勉学に励み、高校生活を笑顔で最高の 

締めくくりをしましょう！ 1年間よろしくお願いします！ 
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